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こども条例ができるまで

条例の
構成などについて
検討しました。

vol.2

事務局では、今回出された意見を取りまと
め、条例の素案づくりを進めていきます。
第3回米原市こども条例策定審議会は8月20

日(月)の予定です。公開会議ですので、お気
軽に傍聴してください。

現在、市では「保幼小中学校統合整備計画」に
基づいて、息郷小学校と醒井小学校の統合につい
て協議会を設置し、平成25年4月の開校に向け準
備を進めています。
5月に新校名を募集したところ、市内外の方か

ら245点の応募がありました。このうち、協議会
において「河南小学校」「米原東小学校」「天の川
小学校」「清流小学校」の4点を候補として教育委
員会に提言し、7月12日に開催された教育委員会
で「河南小学校」が選定されました。
この新校名は9月の市議会の審議を経て正式決

定し、その後、校章や校歌の募集が協議会で実施
される予定です。

7月10日、山東庁舎にて第2回米原市こども
条例策定審議会が開催されました。今回の審
議会では、子育てに関するアンケート調査の
実施や、こども市議会の開催などについて事
務局から報告を行った後、こども条例の構成
や理念などについて、各委員が意見を出し合
いました。
こども条例に盛り込む内容はどのようなも

のにするのか、という議論については、

・｢米原らしさを出すために、自然など都
会にはない田舎らしさを表現したい｣

・｢家族の絆や地域の絆など、人のつなが
りを強めるようにしたい｣

・｢大人の視点だけでなく子どもの立場に
立って内容を考えてあげたい」

といった意見が出されました。

また、子育てにおいて市や家庭、地域、学
校、事業者などが果たす役割については

・｢お手伝いなど家庭でなければ教えられ
ないことがある｣

・｢気軽に近所の子どもと向き合うことの
できるまちを目指したい｣

・｢学校や園は地域の中心であり、地域との
つながりがもてる場所となってほしい」

・｢伝統行事は地域を結びつける役割がある」

などといった意見が出されました。

お問い合わせ 市教委 教育総務課(山東庁舎)  1５５－８１０７ 5５５－４０４０

お問い合わせ こども元気局(山東庁舎)  1５５－８１０４ 5５５－４０４０

▲7月13日に開催された新校設置協議会のようす。各部会
から協議経過が報告され、慎重に議論が進められました。
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新校名などの
協議が進む


